
 

要 約 
世界で忘れ去られた子どもたち 

〜⼦どもを誰一人取り残さないために〜 



 

貧困 

セーブ・ザ・チルドレンは、世界の首脳が子どもたち

に向けて、この 3 つを保障するよう求めています。 

差 別 
意⾒が聞かれない 

声を上げることができない 

世界中で、子どもたちの生活は大きく改善されてきました。しかしながら、未だに何百

万人もの子どもたちが、人種や性別など彼らが「誰であるか」、住んでいる場所などを

理由に、その恩恵から取り残されています。 

それは、すべての子どもたちの基本的な権利を守り、最後の

1 人の子どもまで取り残さず支援を届けるために必要です。 

生きて健康に育つために     学ぶために       守られるために 



 

最後の一人まで～Every Last Child 要約 

 

世界の忘れ去られた子どもたち 

 

今日も、世界で約 16,000 人の子どもが亡くなっています1。そして、約 2 億 5 千万人の学齢期の子どもたち－世界の 5

分の 2 の子ども－は学ぶことが出来ません2。 

 

どの子どもが生きるか死ぬか、学ぶか否かは、決して偶然ではありません。ある特定のグループの子どもたちを制度

設計上、あるいはネグレクトにより排除したことの結果に他ならないのです。 

 

私たちは、ヨーロッパの海辺に難民の子どもの遺体が打ち上げられ、先住民族の子どもが単にその出自が原因で、

命を救う保健サービスを受けられない、そんな理不尽な世界にいます。それは、女の子がただ娘であって息子ではな

いために、教育を受けることを否定され、将来への希望が消される世界です。それは、障害を持つ何百万人の子ども

たちが、最大限に生きることを後押しする教育を受けることができない世界です。 

 

セーブ・ザ・チルドレンは、これまで約一世紀にわたり、子どもたちを貧困から救うために活動してきました。今、私たち

は貧困と同じくらい致命的で破壊的な敵と闘う覚悟を決めています。その敵とは、人種や性別など、「誰であるか」の

みを理由として、何百万人もの子どもたちが予防可能な原因で亡くなり、学ぶ機会を否定され、暴力にさらされる原因

となる、差別です。 

 

この報告書は、これら忘れ去られた子どもたちの状況を伝え、最後の一人の子どもに手を差し伸べるためには何が

必要とされているかを提示します。 

 

世界は、差別に対する新たな闘いを始めなくてはなりません。 

 

この数十年間で、世界は貧困との闘いにおいて大きな進展を遂げました。1990 年以降、5 歳未満で予防可能な原因

で亡くなる子どもの数は半減しました3。2000 年と比較して、小学校に就学していない子どもの数は 42％削減されまし

た4。また、栄養不良が原因で発育阻害の状態の子どもたちは、3 分の 1 減りました5。 

 

こうした祝うべき成果は、何百万人もの命を救い、状況を改善しました。しかし、差別に対する闘いでは、同じような成

果は得られていません。つまり上述の成果は、すべての子どもに公平に行きわたっていない、ということです。 

 

極度の貧困は、依然として致命的な状況ですが、亡くなってしまう子ども、教育を受けられない子どものあまりに多く

は貧しい「だけ」ではありません。彼らが豊かな国、あるいは世界で最も貧しい国に住もうとも、彼らの多くが経験する

のは貧困と差別の組み合わせです。この 2 つの不公平が重なって、排除が生まれるのです。 

 

 

 

 

 

 



 

 

排除はすべての国において見られ、何百万人もの子どもたちが経験しています： 

� 差別の対象となっている民族や宗教グループに属する子どもは、世界で 4 億人います6。 

� 10 人に 1 人の子どもが紛争の影響を受けた国に住んでいます7。 

� 1 億 5 千万人の子どもが何らかの障害を持ちながら生活していると推計されます8。 

� 4 億人の 13 歳未満の子どもたちが極度の貧困の中に暮らしています9。 

� データ上で見られる世界の子どもの 4 分の 1、12 億人の開発途上国の子どもたちが彼らの国の中で取り残され

た地域に住んでいます10。 

 

排除されている子どもたちのほとんどが、取り残された子どもたちです。 

 

世界の忘れ去られた子どもたちが、私たちの新しいキャンペーンの対象であり、主役でもあります。 

 

私たちがこれらの子どもたちを対象とするのは、あまりにも多くの命や生活が差別により失われ、破壊されているため

です： 

� 保健、栄養、教育の欠落を経験する低所得国および低中所得国の 3 分の 2 の家族は、少数民族の出身者を家

長としています11。 

� 先住民族は世界人口の 5％を占めますが、そのうち 15％が貧困の中で暮らしています12。 

� 7億 2 千万人の女性が 18歳未満で結婚しています。それと比較して、男性は 1 億 5 千 6 百万人です13。 

� 最貧困家庭の女の子は、最貧困家庭の男の子と比べて学校に行っていない確率が高くなっています14。 

� 中等教育の学齢期の難民の子どものうち、学校に行っているのは 4 分の 1 のみです15。 

� 障害を持つ子どもは、そうでない子どもと比較して、身体的および性的虐待とネグレクトを経験する確率が 3～4

倍となっています16。 

 

何百万人の子どもを傷つけるばかりでなく、こうした差別の経済的・社会的影響は深刻です。排除は信頼、地域の団

結、経済成長、そして平和を弱体化させます。 

 

 

 

 

 

 

 

「排除（エクスクルージョン）」とは何を意味するのでしょう？ 

 

世界で忘れ去られた子どもたちとは、様々な貧困や差別がからみあい排除されたグループの子どもたち、特

に健康や学びといった社会福祉における最近のグローバルな進展の恩恵を受けていない子どもたちです。子

どもたちが直面する差別は、故意になされる場合や、ネグレクトや見過ごしの結果である場合があります。 

 

様々に組み合わさった差別―どのような子どもたちであり、どこに住んでいるのかによって区別されたり制約さ

れたりする場合や、そうした差別により子どもたちが持つ権利が奪われてしまうような場合もあります―に貧困

が重なり、結果として子どもは排除されてしまいます。こうした排除により、何百万人の子どもたちが、必要とす

る食べ物や医療、教育を受けることができません。さらに、こうした子どもたちやコミュニティは、概してこの排

除を変えるような力をもたず、彼らの生活を左右する決定に影響をもたらすこともできません。 



 

 

 

 

 

  

排除された子どもたちに関する新たな事実 

 

セーブ・ザ・チルドレンによる「子ども開発指数（Child Development Index, CDI）」が明らかにしたことは、世界各地

の子どもたちが今日直面する「生涯における様々な機会（life chances）」おける広範な不平等は、ただ「子どもた

ちが誰であるか」に左右されているということです。CDI では、生涯のスタートが公正であるかを測る主要な指標を

用いて、各国を、そしてより重要な点としては国内における各グループを、子どもたちの生涯における機会の大小

にしたがってランク付けしました。結果、明らかになった不平等は著しいものでした。コンゴ民主共和国では、国内

の民族間の格差が、エジプトとソマリア間の平均的な格差と同じぐらい大きかったのです。中所得国であるペルー

では、先住民族であるケチュア族の子どもたちが手にしている生涯機会は、貧困国であるガンビアの子どもたち

の平均と同等でした。また、モザンビークでは、国内における格差が、チャドとインドネシアの格差を平均したもの

と同じぐらいでした。 

 

この報告書では、「グループ別不平等データベース(Groups-based Inequality Database, GRID)」を用い、民族、国

内の地域、そしてジェンダーに関して新たに集計されたデータを使用しました。GRIDには、280 もの世帯調査に基

づく直接データと、大規模に編集された公的な集積データから算出された人間開発の結果に関する統計が含ま

れています。私たちは、GRIDを用いて、「子ども開発指数（CDI）」を算出し、いかにして状況が時間とともに変化す

るのかを含め、一連の新たな分析を実施しました。結果として、私たちがサンプルとして用いた国々の半数以上

が、国内における民族グループ間および地域間において、生涯機会における格差が増大していることがわかりま

した。 

 

残念ながら、排除されているグループ自体が統計上把握されていないことから、データ不足が課題の一つとして

残されています。今回の分析では、二次データを基にした予測値を使うことによって、補完する形をとっています。 

 

この報告書ではまた、私たちが活動を行っている 28 か国において実施されたさらに詳細な分析結果も含まれて

います。最も排除されたグループとともに現場で活動するセーブ・ザ・チルドレンの専門家により、一連の「各国の

スポットライト(Country Spotlights)」が提示されました。そこでは、国々による異なる文脈を理解する手助けとなる

豊富な証拠や、子どもたちを取り巻く大きな不平等を生み出す要因が示されています。分析から得られた証拠

は、セーブ・ザ・チルドレンの事業の裨益者である、子どもたちやその親たちに個別に行ったケーススタディーによ

り補足されています。 



 

 

多くの国で状況は悪化しています 

 

差別の課題は単なる「残された仕事」と見なされ、貧困が解消するのに伴って不公平も是正されるものと考えがちで

す。しかし、排除が生涯の機会にもたらす影響はますます重要になってきています17。 

 

私たちの新しいデータ分析に基づく結果は、排除された少数民族とその他の人々の生涯機会における不平等は、

データが取得可能な国の大多数で悪化しています。私たちの調査では、アパルトヘイト廃止から 20 年以上、米国の

市民権運動から 60 年以上も経過したにもかかわらず、世界中で民族などの出自が一生涯における成果を決める重

要な要因となることが明らかになりました。例えば、ペルーのケチュア族の子どもは、スペイン語を話す民族の子ど

もたちと比較して 5 歳未満で亡くなる確率が 1.6倍、発育阻害となる確率が 2倍です。ガーナでは、グルマ族の子ど

もはより優位な子どもたちと比べて発育阻害となる確率は 1998 年では 2 倍でしたが、2014 年にはこの差は約 3.5

倍となりました。大多数の国々において、不平等は悪化しており、排除された少数民族のグループは取り残されてい

ます。 

 

私たちの分析はまた、一国内の地域間の生涯機会の差が、大多数のデータ取得可能なケースにおいて拡大してい

ることを示しています。ある子どもが一国内のどこに住んでいるかは、その子がどの国で生まれたかと同じくらい重

要と見られます。例えば、私たちが集約した「子ども開発指数（Child Development Index, CDI）」によると、サヘル地

域に住んでいるブルキナファソの子どもは、より貧しい国であるチャドの子どもよりも生涯機会が低い結果となってい

る一方で、ブルキナファソの首都ワガドゥグーの子どもは、インドネシアの子どもの平均と同じレベルとなっています。

ほとんどの国において、これらの生涯機会における不平等は増加しています。例えば、ベナンは国全体としては重

要な改善を遂げていますが、最も貧しいアリボリ地域の子どもは改善が進まず、さらに取り残されるという状況にな

っています。 

 

同時に、難民の子どもの数は増え続けており、2014 年はここ 10 年以上で最も難民の子どもの数が大きくなりました。

2011 年には世界の難民のうち子どもは 46％でしたが、2014 年には 51％に増えました18。2014 年は故郷を追われた

人々が史上最大の 5,950 万人となり、2013 年と比べて 830 万人もの人々がさらに故郷を追われました。国内避難民

の半数以上は子どもです19。 

 

これは不適切な管理や、運の悪さのせいにすることはできません。こうした格差が続いている現状は、著しいネグレ

クト、さらに悪く言えば深刻な差別に根差していることを示しています。 

 

私たちみんなの責任 

 

排除をなくすための迅速な行動なくしては、貧困削減の成果も失速し、最終的には止まってしまうでしょう。 

 

2015 年に世界の首脳は新しい世界の目標である持続可能な開発目標（SDGs）に合意し、世界は貧困の根絶を目

指すための共通目標を得ました。目標の合意にあたり、各国は「誰一人取り残さない」ことを約束しました。私たちは

この野心を共有し、意欲的なコミットメントを推進した世界の首脳を称賛します。しかし、排除された人々への差別の

撤廃なくして目標達成はできません。貧困に注力するのみでは足りないのです。 

 

 

 

 

 



 

 

 

近年、世界は所得と富の不平等への取り組みを開始しました。しかし、今必要とされているのは、女の子と男の子の

生涯機会における不平等や、異なる民族グループや地域間の不平等にどのように取り組んでいくかについての同じ

レベルの注力であり、アイデンティティに根差したあらゆる不平等に取り組むことです。子どもが誰であり、どこに住

んでいるかを理由に排除するのは、選択された結果であり、あらゆるレベルのアクターの責任です。 

 

� 子どもが学校に行くかどうかの判断が、家庭の所得、子どものジェンダー、または子どもの障害によって決まる

時、排除は家庭レベルで経験されます。 

� あるグループが不利な立場に置かれ、地域の学校や保健クリニックが包摂的なサービスを提供出来ていない

時、排除は地域レベルで強化されます。 

� 排除された子どもやその地域の声や経験が無視され、すべての子どもの生存と発達を確保するための資源が

不足している時、排除は国レベルで制度化されます。 

� さらに、国連が重要な規範や条約を制定し、ほとんどの国で合意されているにもかかわらず、途上国に相応の

グローバルな税や援助を供与し、すべての排除された子どもの権利の実現に失敗したことにより、国際レベル

で不公平に対する取り組みが不足しています。 

 

表１：すべての子どもたちに保障されるべき 3 つの点 

１． 公正な資金調達 ２． 平等な扱い ３． 説明責任 

公的歳入の増加、衡平な徴収と

支出、国際的な支援 

サービスに差別的な障壁となる

法律や政策を取り除く 

より詳細なデータの細分化 

サービスの費用上の障壁を取り

除く 

社会規範や行動様式を変える

一般向けキャンペーン 

子どもを含むあらゆるレベル

におけるガバナンス 

すべての子どもたちに対する最低

限の財政上の保護 

すべての子どもの出生登録 予算の透明性とモニタリング 

 

 

 

すべての子どもへの公平な機会 

 

排除された子どもが立ち向かう障壁は高いものの、避けられないものではありません。これら障壁は人間の選択に

よるもので、人間の選択によって取り壊せるものでもあります。包摂のための資金、差別、そしてアカウンタビリティ

の障壁を克服するため、私たちは世界の首脳にすべての子どものための 3 つの保障を約束することを求めます： 

 

1. 公正な資金調達－基礎社会サービスに対する持続可能な資金調達と無償のアクセス 

質の高い、衡平な基礎社会サービスへの公共投資は、増額し改善されなければなりません。普遍的な基礎社

会サービスは、すべての子どもを支援しますが、とりわけ排除された子どもを助けることになります。 

 

2. 平等な扱い－差別的な政策、規範、行動を終わらせる 

差別的な規範は修正し、法的および政策的な障壁は取り除かれなければなりません（例えば、学校における暴

力や児童婚を容認し、存続させるような障壁）。 

 

 

 

 



 

 

 

3. 子ども、その家族および地域に対する政策決定者の説明責任 

政策策定および予算配分における、子どもを含む排除されたグループの参加の拡大が確保されなければなり

ません。 

 

これらの保障は、あらゆる地域のすべての子どもたちに向けて、すべての政策決定者に対して求めるものです。小

さな前進では、排除を終わらせることはできません。これら保障は、最後の 1 人の子どもまで行き渡らなければなり

ません。 

 

セーブ・ザ・チルドレンのグローバル・キャンペーン 

 

子どもが単に女の子であるから、あるいは差別されている民族グループ出身だから、障害を持っているから、紛争

により故郷を追われているから、あるいは「間違った」場所に住んでいるから、という理由で取り残されないために、

私たちは何をすれば良いかが分かっています。この報告書は、排除を終わらせるためのセーブ・ザ・チルドレンの野

心を示し、世界中の首脳に対し、最後の 1 人の子どもに手を差し伸べるために我々と一緒に行動して下さるよう呼

びかけるものです。 

 

今後 3 年間にわたり、セーブ・ザ・チルドレンは最後の 1 人の子どもが生存し発達できるよう、あらゆる努力を惜しみ

ません。私たちは排除された子どもと直接活動し、革新的な解決策やプログラム・アプローチを提示します。私たち

は貧困と差別の存続を許してきた法律、規範、政策を変えます。そして私たちは、世界の忘れられた子どもたちと共

に、そして子どもたちのために、キャンペーンを行います。 

 

これは緊急事態です。私たちが住んでいるこの狭い、排除を助長する世界は、私たちが子どもたちのために築くべ

き世界ではありません。みなさんのサポートにより、子どもが誰であり、どこに住んでいるかということで子どもの生

涯の機会が決まることがないようにします。私たちは一緒に行動することで、排除を終わらせることができます。 

 

私たちは、最後の 1 人の子どもにまで手を差し伸べることが可能です。 

 

 

  



 

数字で見る現状 

 

世界各地で、排除されたグループの子どもたちが取り残されています。 

 

� 私たちの推計によると、ある民族そして宗教のグループに属する 4 億人の子どもたちが差別されています20。 

� 私たちのデータ上にあるすべての子どもたちの 4 分の一にあたる、途上国の 12 億人の子どもたちは、各国内

において取り残されてきた地域に暮らしています21。 

� 2010 年には、世界人口から 1 億 1,700万人の女性が失われました。大半は出生前の性の選別によるものです

22。 

� 18歳未満の既婚人口は、男性 1 億 5,600 万人に対し、女性は 7 億 2,000 万人にのぼります23。 

� 世界では中学校の年齢にあたる 4 人の子どものうち 3 人が就学していますが24、難民の子どもたちは 4 人のう

ち 1 人しか学校に行っていないと推計されます25。 

� 先住民グループが世界人口に占める割合は 5％にすぎないにもかかわらず、世界の貧困人口の 15％は先住

民グループとなっています26。 

� 障害をもつ子どもたちが、そうではない子どもたちに比べて、身体的・性的暴行やネグレクトにあう確率は 3～4

倍も高くなっています27。 

 

そして、状況はますます悪くなっています。 

 

� 私たちの新しい調査によると、データが取得可能な国々の半数以上において 2000 年代以降、国内における民

族グループ間、地域間の生涯における機会に関する格差が拡大しています28。 

� 良好な健康状態、栄養状態および教育を有しない貧困家庭の 3 分の 2 は、少数民族グループに属しています

29。 

� 2014 年には、自分たちの家からの避難を余儀なくされた人々は 1 日当たり 42,500 人でした。これは 2010 年の

4 倍にあたります30。 

� 17 年：難民の人々が、自分たちの家から逃れて戻れない年数の平均です31。 

 

しかし、よい方向に変化をもたらすことは可能です。 

 

� 現金給付（cash transfer）を受けたペルーのアヤクーチョ地域では、予防接種を受けた子どもの数が 30％増加

しました32。 

� ルワンダの人口の 90％以上が、国内健康保健システムの開始後 10 年で、同システムに加入しています33。 

� バングラデシュではここ 20 年間で、子どもの死亡率におけるジェンダーの不平等が 50％低減されました34。 

� 2013 年時点で、世界中の女児の 91％が初等教育を修了しました。これは、2000 年時点の 78％から増加し、男

児の 93％とほぼ同じとなりました35。 
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